
科目名 歴史総合 必履修 
使用 
教材 

現代の歴史総合 みる・読みとく・

考える（山川出版社） 

 

 

学年 

学級 

１学年  

普通科・創造理数科 
単位数 ２ 

教科 

担当 
川島、塚原 

 

学習のポイント（授業中や家庭学習の方法） 

・社会的事象の歴史的な見方・考え方を働かせ、課題を追及したりする活動を通して、広い視野に立ち、グローバル化す

る国際社会に主体的に生きる平和で民主的な国家及び社会の有為な形成者に必要な公民としての資質・能力を育成するこ

とを目指す。 

 

期  間 授  業  計  画 到達目標 

１学期 

中間考査まで 

 

第１章  結びつく世界と日本の開国 

18 世紀の東アジアにおける社会と経済 

貿易が結んだ世界と日本 

産業革命 

中国の開港と日本の開国 

第 2 章 国民国家とナショナリズム 

市民革命 

国民国家とナショナリズム 

第１章  アジア諸国と欧米諸国の関係の変 

容のなかで、伝統と文化、交流について主体

的に学習に取り組む。 

 

第２章 国民国家や帝国主義の特徴、植民地

とされた地域について学び、他国を尊重する

態度を養う 

1 学期 

期末考査まで 

 明治維新 

日本の産業革命 

帝国主義 

変容する東アジアの国際秩序 

日露戦争と東アジアの変動 

近代化と現代的な諸課題 

第２章 国民国家や帝国主義の特徴、植民地

とされた地域について学び、他国を尊重する

態度を養う 

２学期 

中間考査まで 

第３章 総力戦と社会運動 

３ ヴェルサイユ体制とワシントン体制 

～第４章 経済危機と第二次世界大戦 

 ３ 日中戦争への道 

第３章 第一次世界大戦後の国際協調体制の 

成立と限界について理解を深め、国際社会の

平和と発展に寄与する態度を養う 

 

第４章 第二次世界大戦の惨禍や大戦下の

人々の生活を通して、生命を尊ぶ態度を養う。 

２学期 

期末考査まで 

第４章 経済危機と第二次世界大戦 

 ４ 第二次世界大戦の展開 

～第５章 冷戦と世界経済 

  ２ 東西両陣営と１９６０年代の社会 

第５章 冷戦下の紛争地域と脱植民地化や地

域連携について学び、他国を尊重し、国際社

会の平和について考察できる。 

学年末 

考査まで 

 第５章 冷戦と世界経済 

  ３ 軍拡競争から緊張緩和へ  

～第６章 世界秩序の変容と日本 

  １０ 現代と私たち 

第６章 地域紛争が多発する現代における国

際連合の役割と安全保障の問題などの事例を

通して、正義と責任、および国際平和につい

て考察できる。 



 

普通科・創造理数 歴史総合のルーブリック 

評価の観点 知識・技能 思考力・判断力・表現力 主体的に学習に取り組む態度 

立高生として育成
したい素養のうち
教科で重点的に育
成する素養 

知識・技能 論理的思考力  協働力・粘り強く取り組む力 

評価規準 

近現代の歴史の変化に関わ

る諸事象について、世界とそ

の中の日本を広く相互的な

視野から捉え、現代的な諸課

題の形成に関わる近現代の

歴史を理解するとともに、諸

資料から歴史に関する様々

な情報を適切かつ効果的に

調べまとめる技能を身に付

けている。  

近現代の歴史の変化に関わる事

象の意味や意義、特色などを、時

期や年代、推移、比較、相互の関

連や現在とのつながりなどに着

目して、概念などを活用して多面

的・多角的に考察したり、歴史に

見られる課題を把握し解決を視

野に入れて構想したりする力や、

考察、構想したことを効果的に説

明したり、それらを基に議論した

りしている。  

近現代の歴史の変化に関わる諸

事象について、国家及び社会の形

成者として、よりよい社会の実現

を視野に課題を主体的に追究、解

決しようとしている。  

A 

立高
生と
して
目指
すべ
き目
標 

レベ

ル４ 

近現代の歴史の変化に関わ

る諸事象について、世界とそ

の中の日本を広く相互的な

視野から捉え、現代的な諸課

題の形成に関わる近現代の

歴史を理解するとともに、諸

資料から歴史に関する様々

な情報を適切かつ効果的に

調べまとめる技能を身に付

け、応用することができる。 

近現代の歴史の変化に関わ
る事象の意味や意義、特色な
どを、時期や年代、推移、比
較、相互の関連や現在とのつ
ながりなどに着目して、概念
などを活用して多面的・多角
的に考察したり、歴史に見ら
れる課題を把握し解決を視
野に入れて構想したりする
力や、考察、構想したことを
効果的に説明したり、それら
を基に議論し応用できる。 

近現代の歴史の変化に関わる諸
事象について、国家及び社会の形
成者として、基本的な姿勢を身に
付け、よりよい社会の実現を視野
に課題を主体的に追究、解決しよ
うとし、それに基づいた行動をい
つもとることができる。 

B 

立高
生と
して
求め
る標
準 
  

レベ

ル３ 

近現代の歴史の変化に関わ
る諸事象について、世界とそ
の中の日本を広く相互的な
視野から捉え、現代的な諸課
題の形成に関わる近現代の
歴史を理解するとともに、諸
資料から歴史に関する様々
な情報を適切かつ効果的に
調べまとめる技能を身に付
け、活用できる。 

近現代の歴史の変化に関わ
る事象の意味や意義、特色な
どを、時期や年代、推移、比
較、相互の関連や現在とのつ
ながりなどに着目して、概念
などを活用して多面的・多角
的に考察したり、歴史に見ら
れる課題を把握し解決を視
野に入れて構想したりする
力や、考察、構想したことを
効果的に説明したり、それら
を基に議論したりしている。 

近現代の歴史の変化に関わる諸
事象について、国家及び社会の形
成者として、基本的な姿勢を身に
付け、よりよい社会の実現を視野
に課題を主体的に追究、解決しよ
うとし、それに基づいた行動をし
ばしばとることができる。 

レベ

ル２ 

近現代の歴史の変化に関わ
る諸事象について、世界とそ
の中の日本を広く相互的な
視野から捉え、現代的な諸課
題の形成に関わる近現代の
歴史を理解するとともに、諸
資料から歴史に関する様々
な情報を適切かつ効果的に
調べまとめる技能をある程
度身に付けている。 

近現代の歴史の変化に関わ
る事象の意味や意義、特色な
どを、時期や年代、推移、比
較、相互の関連や現在とのつ
ながりなどに着目して、概念
などを活用して多面的・多角
的に考察したり、歴史に見ら
れる課題を把握し解決を視
野に入れて構想したりする
力や、考察、構想したことを
効果的に説明したり、それら
を基に議論したりしている
力を概ね身に付けている。 

近現代の歴史の変化に関わる諸
事象について、国家及び社会の形
成者として、基本的な姿勢を概ね
身に付けている。よりよい社会の
実現を視野に課題を主体的に追
究、解決しようとし、それに基づ
いた行動を時々とることができ
る。 

C 

立高
生と
して
初歩
的段
階 

レベ

ル１ 

近現代の歴史の変化に関わ
る諸事象について、世界とそ
の中の日本を広く相互的な
視野から捉え、現代的な諸課
題の形成に関わる近現代の
歴史を理解するとともに、諸
資料から歴史に関する様々
な情報を適切かつ効果的に
調べまとめる技能を理解し
ている。 

近現代の歴史の変化に関わる事
象の意味や意義、特色などを、時

期や年代、推移、比較、相互の関

連や現在とのつながりなどに着
目して、概念などを活用して多面

的・多角的に考察したり、歴史に

見られる課題を把握し解決を視
野に入れて構想したりする力や、

考察、構想したことを効果的に説

明したり、それらを基に議論した
りしている力を少し身に付けて

いる。 

近現代の歴史の変化に関わる諸
事象について、国家及び社会の形
成者として、基本的な姿勢を身に
付けようと努力し、よりよい社会
の実現を視野に課題を主体的に
追究、解決しようとし、それに基
づいた行動を時々とることがで
きる。 

評価方法 
ペーパーテスト・５分間発
表・歴史総合新聞・授業での
討論内容 

ペーパーテスト・５分間発
表・歴史総合新聞・授業での
討論内容 

ペーパーテスト・５分間発表・歴
史総合新聞・授業での討論内容 

観点別評価 
レベル１～４の 4段階で評価
し、最終的に A,B.C で記載 

レベル１～４の 4段階で評価
し、最終的に A,B.C で記載 

レベル１～４の 4 段階で評価し、
最終的に A,B.C で記載 



科目名 地理総合 

 

必履修 

 

使用 

教材 

新地理総合（帝国書院） 

新詳高等地図（帝国書院） 

新地理資料 COMPLETE2026（帝国書院） 

学年 

学級 
1年創造理数科(H) 単位数 ２ 

教科 

担当 
松永 将一 

 

期 間 授  業  計  画 到達目標 

１学期 

第 1 部 地図でとらえる現代世界 

第 1 章 地理情報とシステム 

地球上の位置と時差／地図の役割と種

類 

第 2 章 結び付きを深める現代世界 

現代世界の国家と領域／グローバル化

する世界 

第 2 部 国際理解と国際協力 

第 1 章 生活文化の多様性と国際理解 

生活文化の多様性／世界の地形と人々

の生活／世界の気候と人々の生活／世

界の言語・宗教と人々の生活 

第 1 部 

第 1 章：地図や地理情報システムの役割や有用性などについて理解するととも

に、情報の収集、読図、まとめる技能を身に付ける。 

 

第 2 章：世界的視野から見た日本の位置、国内や国家間の結び付きなどを多面

的・多角的に考察する。 

 

第 2 部 

第 1 章：世界の人々の生活文化について、多様性や変容の要因などを多面的・多

角的に考察する。 

２学期 

歴史的背景と人々の生活／世界の産業

と人々の生活 

第 2 章 地球的課題と国際協力 

複雑に絡み合う地球的課題 

地球環境問題／資源・エネルギー問題

／人口問題／食料問題／都市・居住問

題 

第 2 章：世界各地で見られる環境、資源・エネルギー、人口、食料、都市問題な

どの地球的課題について、現状や要因、解決の方向性などを多面的・多角的に考

察するとともに、そこで見られる課題を主体的に解決しようとする態度を養う。 

３学期 

第 3 部 持続可能な地域づくりと私た

ち 

第 1 章 自然環境と防災 

日本の自然環境／地震・津波と防災／

火山災害と防災／気象災害と防災／自

然災害への備え 

第 2 章 生活圏の調査と地域の展望 

生活圏の調査と地域の展望 

第 3 部 

第 1 章：自然環境と防災について、地域の共通点や差異、持続可能な地域づくり

などに着目して、そこで見られる課題を主体的に解決しようとする態度を養う。 

 

第 2 章：生活圏の調査と地域の展望について、そこで見られる課題を主体的に解

決しようとする態度を養う。 

 

学習のポイント（授業中や家庭学習の方法） 

・授業に集中して取り組み、積極的な発言を求める。現代世界の出来事を地理的視点から自らの問題として考える態度

を養う。年４回の定期テストの他に、小テスト等を適宜行う。地理的課題についての調査・グループワーク・討論等を

行う。 



 

ルーブリック評価 

評価の観点 知識・技能 思考力・判断力・表現力 主体的に学習に取り組む態度 

立高生として育
成したい素養の
うち教科で重点
的に育成する素
養 

知識・技能 論理的思考力 協働力・粘り強く取り組む力 

評価規準 

地理に関わる諸事象に関し
て、世界の生活文化の多様性
や、防災、地域や地球的課題
への取組などを理解している
とともに、地図や地理情報シ
ステムなどを用いて、調査や
諸資料から地理に関する様々
な情報を適切かつ効果的に調
べまとめる技能を身に付けて
いる。 

地理に関わる事象の意味や
意義、特色や相互の関連を、
位置や分布、場所、人間と自
然環境との相互依存関係、空
間的相互依存作用、地域など
に着目して、概念などを活用
して多面的・多角的に考察し
たり、地理的な課題の解決に
向けて構想したり、考察、構
想したことを効果的に説明
したり、それらを基に議論し
たりしている。 

 地理に関わる諸事象について、
国家及び社会の形成者として、よ
りよい社会の実現を視野にそこ
で見られる課題を主体的に追及、
解決しようとしている。 

A 

立高
生と
して
目指
すべ
き目
標 

レベ

ル４ 

地理に関わる諸事象に関し
て、世界の生活文化の多様性
や、防災、地域や地球的課題
への取組などを理解している
とともに、地図や地理情報シ
ステムなどを用いて、調査や
諸資料から地理に関する様々
な情報を適切かつ効果的に調
べまとめる技能を身に付け、
応用することができる。 

地理に関わる事象の意味や
意義、特色や相互の関連を、
位置や分布、場所、人間と自
然環境との相互依存関係、空
間的相互依存作用、地域など
に着目して、概念などを活用
して多面的・多角的に考察し
たり、地理的な課題の解決に
向けて構想したり、考察、構
想したことを効果的に説明
したり、それらを基に議論し
応用することができる。 

 地理に関わる諸事象について、
国家及び社会の形成者として、基
本的な姿勢を身に付けている。そ
して、よりよい社会の実現を視野
にそこで見られる課題を主体的
に追及、解決しようとし、それに
基づいた行動をいつもとること
ができる。 

B 

立高
生と
して
求め
る標
準 
  

レベ

ル３ 

地理に関わる諸事象に関し
て、世界の生活文化の多様性
や、防災、地域や地球的課題
への取組などを理解している
とともに、地図や地理情報シ
ステムなどを用いて、調査や
諸資料から地理に関する様々
な情報を適切かつ効果的に調
べまとめる技能を身に付け、
活用できる。 

地理に関わる事象の意味や
意義、特色や相互の関連を、
位置や分布、場所、人間と自
然環境との相互依存関係、空
間的相互依存作用、地域など
に着目して、概念などを活用
して多面的・多角的に考察し
たり、地理的な課題の解決に
向けて構想したり、考察、構
想したことを効果的に説明
したり、それらを基に議論す
ることができる。 

 地理に関わる諸事象について、
国家及び社会の形成者として、基
本的な姿勢を身に付けている。そ
して、よりよい社会の実現を視野
にそこで見られる課題を主体的
に追及、解決しようとし、それに
基づいた行動をしばしばとるこ
とができる。 

レベ

ル２ 

地理に関わる諸事象に関し
て、世界の生活文化の多様性
や、防災、地域や地球的課題
への取組などを理解している
とともに、地図や地理情報シ
ステムなどを用いて、調査や
諸資料から地理に関する様々
な情報を適切かつ効果的に調
べまとめる技能をある程度身
に付けている。 

地理に関わる事象の意味や
意義、特色や相互の関連を、
位置や分布、場所、人間と自
然環境との相互依存関係、空
間的相互依存作用、地域など
に着目して、概念などを活用
して多面的・多角的に考察し
たり、地理的な課題の解決に
向けて構想したり、考察、構
想したことを効果的に説明
したり、それらを基に議論す
る力を概ね身に付けている。 

 地理に関わる諸事象について、
国家及び社会の形成者として、基
本的な姿勢を概ね身に付けてい
る。そして、よりよい社会の実現
を視野にそこで見られる課題を
主体的に追及、解決しようとし、
それに基づいた行動を時々とる
ことができる。 

C 

立高
生と
して
初歩
的段
階 

レベ

ル１ 

地理に関わる諸事象に関し
て、世界の生活文化の多様性
や、防災、地域や地球的課題
への取組などを理解している
とともに、地図や地理情報シ
ステムなどを用いて、調査や
諸資料から地理に関する様々
な情報を適切かつ効果的に調
べまとめる技能を理解してい
る。 

地理に関わる事象の意味や
意義、特色や相互の関連を、
位置や分布、場所、人間と自
然環境との相互依存関係、空
間的相互依存作用、地域など
に着目して、概念などを活用
して多面的・多角的に考察し
たり、地理的な課題の解決に
向けて構想したり、考察、構
想したことを効果的に説明
したり、それらを基に議論す
る力を若干身に付けている。 

地理に関わる諸事象について、国
家及び社会の形成者として、基本
的な姿勢を身に付けようと努力
している。そして、よりよい社会
の実現を視野にそこで見られる
課題を主体的に追及、解決しよう
とし、それに基づいた行動を時々
とることができる。 

評価方法 
・ペーパーテスト・ワークシ
ート・行動観察 

・ペーパーテスト・ワークシ
ート・行動観察 

・ペーパーテスト・ワークシー
ト・行動観察 

観点別評価 
レベル１～４の 4段階で評価
し、最終的に A,B.C で記載 

レベル１～４の 4段階で評価
し、最終的に A,B.C で記載 

レベル１～４の 4段階で評価し、
最終的に A,B.C で記載 



科目名 公共 

必履修 

学校必履修 

選択必履修 

使用 

教材 

公共（実教出版） 

最新図説 公共（浜島書店） 

 

学年 

学級 
２年全クラス 単位数 ２ 

教科 

担当 
山田 駿  

 

期 間 授  業  計  画 到達目標 

１ 

学 

期 

中間考査 

まで 

第 1 部 公共の扉 

 倫理分野 

第１章 社会を作る私たち 

第２章 人間としてよく生きる 

第３章 他者とともに生きる 

第４章 民主社会の倫理 

・人間は，個人として相互に尊重されるべき存在であるととも

に，対話を通して互いの様々な立場を理解し高め合うことので

きる社会的な存在であること，伝統や文化，先人の取組や知恵

に触れたりすることなどを通して，自らの価値観を形成すると

ともに他者の価値観を尊重することができるようになる存在で

あることについて理解させる。 

期末考査 

まで 

政治分野 

第 5 章 民主国家における基本原理 

第２部 よりよい社会の形成に参加する私た

ち 

第１章 日本国憲法の基本的性格 

第 2 章 日本の政治機構と政治参加 

・各人の意見や利害を公平・公正に調整することなどを通して，

人間の尊厳と平等，協働の利益と社会の安定性の確保を共に図

ることが，公共的な空間を作る上で必要であることについて理

解させる。 

・個人の尊重，民主主義，法の支配など，公共的な空間におけ

る基本的原理について理解させる。 

２

学

期 

中間考査 

まで 

 経済分野 

第１章 現代の経済社会 

第 2 章 日本経済の特質と国民生活 
 

・雇用と労働問題，財政及び租税の役割，少子高齢社会におけ

る社会保障の充実・安定化，市場経済の機能と限界，金融の働

きなどに関わる現実社会の事柄や課題を基に，公正かつ自由な

経済活動を行うことを通して資源の効率的な配分が図られるこ

と，市場経済システムを機能させたり国民福祉の向上に寄与し

たりする役割を政府などが担っていること及びより活発な経済

活動と個人の尊重を共に成り立たせることが必要であることに

ついて理解させる。 

期末考査 

まで 

 国際分野 

第１章 国際政治の動向と課題 

第 2 章 国際経済の動向と課題 

 

・自立した主体として解決が求められる具体的な主題を設定し，

合意形成や社会参画を視野に入れながら，その主題の解決に向

けて事実を基に協働して考察したり構想したりしたことを，論

拠をもって表現させる。 

３

学

期 

学年末考査

まで 

第３部 持続可能な社会づくりの主体となる

私たち 

 
 

この科目のまとめとして位置付け，社会的な見方・考え方を総

合的に働かせ，第 1 部で身に付けた選択・判断の手掛かりとな

る考え方や公共的な空間における基本的原理などを活用すると

ともに，第 1 部及び第 2 部で扱った課題などへの関心を一層高

める 

 

学習のポイント（授業中や家庭学習の方法） 

毎時間他者との意見共有と振り返りを行い、知識の定着のみならず、思考力や表現力を高めることを目指します。また、

政治分野、経済分野においては中学校までの既習事項も踏まえながら、授業内での議論を行います。民主社会の形成者

として積極的に社会に参画する態度を養っていきましょう。特に授業内では自らの意見を述べるだけでなく、多くの人

の意見を聞く機会もあると思います。他者の意見も尊重し、考える力を養っていきましょう。 



 

ルーブリック評価 

評価の観点 知識・技能 思考力・判断力・表現力 主体的に学習に取り組む態度 

立高生として育
成したい素養の
うち教科で重点
的に育成する素
養 

知識・技能 
論理的思考力 

批判的に事象を読み解く力 

社会に参画しようとする力 

粘り強く学習に取り組む力 

評価規準 
公共で用いられる語句の意味
や定義を理解する力を身に付
けている 

現代社会の諸課題の解決に
向けて、自分の意見や他者の
意見を聞きながら合意形成
をする力を身に付けている。 
 
現代社会の諸問題の解決に
向けて、問題の本質を理解し
解決の方法について考察で
きている 

 民主社会を構成する市民とし
て、積極的に社会の諸問題の解決
に向けて考察しようとする態度
を身に付けている。 

A 

立高
生と
して
目指
すべ
き目
標 

４ 
公共で用いられる語句の意味
や定義を理解する力を十分に
身に付けている 

現代社会の諸課題の解決に
向けて、自分の意見や他者の
意見を聞きながら合意形成
をする力を十分に身に付け
ている。 
 
現代社会の諸問題の解決に
向けて、問題の本質を理解し
解決の方法について十分に
考察できている 

 民主社会を構成する市民とし
て、積極的に社会の諸問題の解決
に向けて考察しようとする態度
を十分に身に付けている。 

B 

立高
生と
して
求め
る標
準 
  

３ 
公共で用いられる語句の意味
や定義を理解する力をほぼ身
に付けている 

現代社会の諸課題の解決に
向けて、自分の意見や他者の
意見を聞きながら合意形成
をする力をほぼ身に付けて
いる。 
 
現代社会の諸問題の解決に
向けて、問題の本質を理解し
解決の方法についておおよ
そ考察できている 

 民主社会を構成する市民とし
て、積極的に社会の諸問題の解決
に向けて考察しようとする態度
をほぼ身に付けている。 

２ 
公共で用いられる語句の意味
や定義を理解する力をある程
度身に付けている 

現代社会の諸課題の解決に
向けて、自分の意見や他者の
意見を聞きながら合意形成
をする力をある程度身に付
けている。 
 
現代社会の諸問題の解決に
向けて、問題の本質を理解し
解決の方法についてある程
度考察できている 

 民主社会を構成する市民とし
て、積極的に社会の諸問題の解決
に向けて考察しようとする態度
をある程度身に付けている。 

C 

立高
生と
して
初歩
的段
階 

１ 
公共で用いられる語句の意味
や定義を理解する力を身に付
けようとしている。 

現代社会の諸課題の解決に
向けて、自分の意見や他者の
意見を聞きながら合意形成
しようとしている。 
 
現代社会の諸問題の解決に
向けて、問題の本質を理解し
解決の方法について考察し
ようとしている 

民主社会を構成する市民として、
積極的に社会の諸問題の解決に
向けて考察しようとする態度を
身に付けようとしている 

 

評価方法 
 

 

定期テスト・振り返り学習 

定期テスト 

共有シート 振り返り 

中間課題 レポート 

振り返り ワークシート 
中間課題 

観点別評価 
4 段階で評価し、最終的に
A,B.C で記載する 

4 段階で評価し、最終的に
A,B.C で記載する 

4 段階で評価し、最終的に A,B.C
で記載する 


